
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 8 年 度 秋 入 学・ 2 0 1 9 年 春 入 学  

一 般 入 学 試 験 （ A 日 程 ・ 8 月 1 8 日 分 ）  

 

試験科目：民法  

 

1 .  出題 趣旨  

強迫 を理 由 とし た取 消し の 事例 をも とに 、設問 １ と２ では 、

取 消 し の 効 果 （ 遡 及 効 ） を 具 体 的 事 例 に 即 し て 正 し く 説 明 で

き る か 、 設 問 ３ で は 、 取 消 し 後 の 第 三 者 の 保 護 に 関 す る 判 例

法 理 を 、 取 消 し の 遡 及 効 と の 関 係 に 配 慮 し な が ら 、 実 質 面 ・

理論 面の 双 方か ら正 確に 説 明で きる かを 問 うた 。  

 

2 .  採点 実感  

い わ ゆ る 「 取 消 し と 登 記 」 の 論 点 は 有 名 な 論 点 で あ る こ と

か ら 、 理 論 的 な 正 確 性 を 重 視 し た 採 点 を し た が 、 概 ね 良 好 な

解答 が多 く、基 本 的な 理解 が 十分 であ るこ と が示 され てい た。 

 

3 .  学習 方法  

条 文 の 内 容 は 理 論 的 な 正 確 性 を も っ て 説 明 で き る よ う に な

る 必 要 が あ る し 、 か つ 具 体 例 を 挙 げ な が ら 説 明 で き る レ ベ ル

にす る必 要 があ る。  

ま た 、 判 例 法 理 に つ い て は 、 条 文 に 表 れ て い る 基 本 的 ル ー

ル と の 理 論 的 整 合 性 に 注 意 し 、 結 論 だ け で な く 理 由 付 け と と

もに 正し く 理解 する 必要 が ある 。  

そ の た め に は 、 ふ だ ん か ら 手 間 を 厭 わ ず 条 文 と 教 科 書 を 丁

寧に 読み 込 む必 要が ある 。  

 

 

 

 

 


